
中
剛
の
石
窟
遺
跡
は
現
在
三
十
有
余
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
が

そ
れ
ら
の
う
ち
、
規
模
が
大
き
く
て
資
料
に
嵩
み
、
学
術
的
な
価
値

の
高
い
も
の
は
、
甘
粛
敦
煙
の
千
仏
洞
、
大
同
の
雲
崗
石
窟
、
河
南

洛
陽
の
龍
門
石
窟
の
三
窟
で
あ
ろ
う
。
他
で
は
甘
粛
の
麦
秋
山
石

窟
、
同
じ
く
甘
粛
の
安
西
万
仏
洞
、
河
南
の
天
龍
山
、
河
北
の
響
堂

山
な
ど
の
石
窟
が
窟
数
も
多
く
著
名
で
あ
る
が
、
規
模
は
上
記
三
石

窟
に
比
べ
て
か
な
り
小
さ
い
。

本
論
で
は
敦
煤
、
雲
崗
、
龍
門
の
三
石
窟
の
仏
塔
の
表
現
に
つ
い

①
て
、
法
華
経
と
の
関
連
を
注
意
し
つ
つ
比
較
考
察
し
た
い
。

漢
訳
妙
法
華
経
で
は
塔
と
い
う
言
葉
の
他
に
塔
廟
と
い
う
言
葉
が

か
な
り
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
（
法
華
経
で
は
「
塔
」
「
七
宝

塔
」
「
塔
廟
」
の
四
種
の
使
用
頻
度
が
高
い
。
）
し
か
し
こ
れ
は
、

『
中
国
の
石
窟
に
於
け
る

仏
塔
の
表
現
に
つ
い
て
』

坂
輪
宣
敬

ス
ト
ウ
ー
パ
（
舎
利
を
奉
安
す
る
）
と
、
チ
ャ
ィ
ト
ャ
（
制
多
、
塔

又
は
仏
像
を
有
す
る
窟
院
）
と
を
区
別
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。

魏
諜
釈
老
志
に
「
塔
は
ま
た
胡
言
に
し
て
猶
ほ
氷
廟
の
如
き
な

り
、
故
に
世
に
塔
廟
と
称
す
。
…
…
世
人
相
承
け
て
之
を
浮
図
と
な

す
、
晋
世
洛
中
浮
図
四
十
二
所
あ
り
。
」
の
ご
と
く
、
一
組
の
塔
と

寺
を
指
し
、
ま
た
目
に
つ
き
易
い
端
を
以
て
寺
院
を
代
表
さ
せ
て
い

る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ド
に
於
て
も
、
か
な
り
早
く
か
ら
塔
、
制
多
、
僧
院
が
一
組

②

と
な
っ
て
伽
隙
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
敦
煙
、
要
崗
、
龍
門
三
石
窟
中
の
塔
に
関
し
て
、
㈲
塔
廟

瓶
、
口
覆
鉢
塔
（
舎
利
塔
）
、
日
多
層
塔
、
四
多
宝
塔
、
の
四
極
の

区
分
を
立
て
て
肺
を
す
す
め
た
い
と
思
う
。
法
華
経
の
唯
の
表
現

は
、
Ａ
過
去
諸
仏
般
混
桑
後
、
舎
利
供
養
の
た
め
の
塔
（
図
に
表
す

と
す
れ
ば
お
そ
ら
く
覆
鉢
塔
。
）
Ｂ
二
仏
並
座
の
多
宝
塔
。
Ｃ
法
身

仏
供
養
の
た
め
の
塔
。
Ｄ
そ
の
他
仏
道
を
成
ず
る
た
め
、
又
は
仏
の

供
養
の
た
め
の
塔
な
ど
。
の
凹
秘
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ

き
の
拙
考
に
よ
る
区
分
は
、
こ
の
法
華
経
の
分
類
を
準
用
し
よ
う
と
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し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

尚
塔
廟
窟
。
イ
ン
ド
の
チ
ャ
ィ
ト
ャ
・
グ
リ
ハ
の
系
統
を
引
く
塔

廟
窟
が
、
敦
煤
、
雲
崗
に
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
龍
門

に
は
一
例
も
み
ら
れ
な
い
。
敦
煙
の
塔
廟
窟
は
、
四
面
に
寵
を
有
す

る
中
央
方
柱
に
変
化
し
、
塔
の
形
態
を
と
る
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
。

北
魏
窟
（
一
○
五
、
三
八
Ｍ
窟
）
、
階
窟
（
一
三
六
窟
）
か
ら
初

唐
窟
ま
で
み
ら
れ
、
中
唐
以
降
の
窟
に
は
方
柱
窟
は
存
在
し
な
い
。

中
央
に
仏
台
（
基
埴
）
の
み
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
仏
像
を
立
て
る
窟

（
一
三
七
Ｄ
窟
）
が
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
式
チ
ャ
ィ
ト
ャ
の
塔
が
方
柱

か
ら
さ
ら
に
仏
台
に
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
塔
の
中
国
化
の

一
典
型
と
云
え
よ
う
。
塔
廟
窟
の
中
国
化
の
も
う
一
つ
の
例
は
雲
崗

に
み
ら
れ
る
（
一
、
二
、
四
、
六
、
三
九
洞
）
・
こ
れ
ら
の
窟
内
の

中
央
の
塔
は
、
石
造
で
あ
り
な
が
ら
木
造
の
塔
の
形
を
瓦
、
極
、
四

注
、
三
つ
斗
、
又
手
束
な
ど
細
部
に
至
る
ま
で
模
倣
し
て
い
る
。

龍
門
よ
り
時
代
の
古
い
雲
崗
、
ま
た
時
代
の
下
る
天
龍
山
（
八

洞
）
、
響
堂
山
（
一
、
二
洞
）
、
ま
た
北
魏
か
ら
初
唐
に
至
る
敦
煙

な
ど
に
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
龍
門
に
塔
廟
窟
の
存
し
な
い

の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
洛
陽
遷
都
を
敢
行
し
た
タ
グ
《
ハ
ツ
族
の
一

属
の
親
中
国
化
政
策
の
影
響
と
も
思
わ
れ
る
が
、
中
国
の
石
窟
が
塔

廟
窟
中
心
か
ら
仏
像
中
心
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
趨
勢
の
も
と
で
、
塔

は
国
家
的
な
庇
護
を
う
け
て
、
洛
陽
の
城
内
外
に
大
規
模
に
造
建
さ

れ
、
た
め
に
洛
陽
に
近
い
龍
門
の
塔
廟
窟
は
そ
の
存
在
の
意
義
を
失

っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
魏
番
釈
老
志
の
伝
え

る
永
寧
寺
、
層
の
豪
壮
な
有
様
や
、
洛
陽
伽
藍
記
の
記
述
か
ら
も
、

そ
の
よ
う
な
推
定
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

口
、
覆
鉢
塔
（
舎
利
塔
）
・
イ
ン
ド
の
サ
ン
チ
ー
大
塔
な
ど
の
系

統
を
引
く
塔
で
、
一
ま
た
は
二
重
の
基
埴
の
上
に
覆
鉢
を
置
き
、
そ

の
上
に
相
輪
部
を
有
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

敦
煙
に
於
て
は
極
め
て
小
さ
な
形
で
多
数
描
か
れ
る
が
、
独
立
し

た
覆
鉢
塔
は
み
ら
れ
な
い
。
北
魏
窟
（
一
三
五
窟
）
の
例
は
薩
埋
那

本
生
図
と
い
わ
れ
、
覆
鉢
塔
の
前
に
舎
利
を
描
き
、
こ
の
塔
が
舎
利

塔
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

雲
崗
、
龍
門
と
も
に
覆
鉢
塔
は
非
常
に
少
い
。

日
多
層
塔
。
敦
煙
に
は
独
立
し
た
三
層
以
上
の
多
層
塔
は
一
例
も

な
い
。
三
七
窟
（
宋
以
降
）
の
如
く
、
壁
画
中
に
小
さ
く
表
わ
さ

れ
る
も
の
は
い
く
つ
か
数
え
ら
れ
よ
う
。
龍
門
に
は
一
三
窟
、
一
四
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窟
な
ど
洞
外
に
木
造
を
模
し
た
石
造
の
も
の
五
個
が
み
ら
れ
る
。
雲

崗
は
Ａ
梯
子
状
の
簡
易
な
も
の
、
Ｂ
木
造
を
模
し
た
も
の
の
二
極
の

多
層
塔
（
三
、
五
、
七
、
九
層
の
も
の
）
が
多
数
み
ら
れ
る
。
浮
彫

の
も
の
は
主
要
な
仏
瓶
が
区
切
る
か
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
、
丸
彫
の

も
の
は
四
基
集
っ
て
方
柱
を
形
成
し
、
窟
頂
を
支
え
た
り
し
て
い

る
。
Ａ
類
と
Ｂ
類
は
同
じ
窟
内
に
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
両
者
を
時
代

的
に
区
分
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

Ａ
類
の
塔
は
覆
鉢
を
挟
ん
で
両
側
に
大
き
な
パ
ル
メ
ッ
ト
を
持

つ
。
こ
れ
は
後
に
変
化
し
て
承
花
と
な
る
が
、
イ
ン
ド
の
塔
に
は
み

ら
れ
ず
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
塔
に
み
ら
れ
る
こ
と
と
、
。
ハ
ル
メ
ッ
ト
文

様
が
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
に
淵
源
を
も
つ
こ
と
か
ら
考
え
て
、
塔

と
。
ハ
ル
メ
ッ
ト
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
於
て
結
合
し
た
も
の
と
云
え
よ

う
。
Ａ
類
の
塔
に
は
。
ハ
ル
メ
ッ
ト
の
間
か
ら
童
子
形
の
人
物
が
顔
を

の
ぞ
か
せ
た
り
、
・
ハ
ル
メ
ッ
ト
の
先
端
に
幡
が
結
ば
れ
て
い
た
り

（
六
洞
）
、
な
ど
の
表
現
が
注
意
さ
れ
る
。
な
お
、
Ｂ
類
の
塔
に
も

相
輪
上
部
に
幡
の
あ
る
例
（
二
洞
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
幡
は
ガ

③

ン
ダ
ー
ラ
の
諸
塔
に
も
み
ら
れ
る
。
法
華
玄
識
に
「
即
ち
塔
の
覆
鉢

柱
頭
に
於
て
幡
を
懸
く
」
と
い
う
説
明
も
あ
り
、
か
な
り
一
般
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

四
、
多
宝
塔
。
法
華
経
に
よ
る
塔
の
形
容
の
う
ち
（
こ
れ
ら
は
必

ず
し
も
全
て
多
宝
塔
に
関
し
て
で
は
な
い
が
）
、
高
さ
と
縦
広
の
比

率
は
序
品
二
・
五
倍
、
授
記
品
二
倍
、
宝
塔
品
二
倍
、
捉
婆
品
一
・

五
倍
と
な
り
、
一
定
の
意
味
の
あ
る
値
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

④

れ
る
。
摩
訶
僧
祇
律
は
「
高
さ
一
由
延
、
面
広
半
由
延
、
銅
を
し
て

柵
楯
を
作
る
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
比
率
は
二
倍
で
あ
る
。
こ
の
法

華
経
に
よ
る
比
率
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
塔
に
於
て
ほ
ぼ
満
足
さ
れ
る
が
、

瓶
室
、
棡
楯
な
ど
は
法
華
経
の
記
述
と
合
致
せ
ず
、
な
お
今
後
の
考

究
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
サ
ン
チ
ー
大
塔
が
○
・
四
七
倍
で
高
さ

と
縦
広
の
比
率
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
そ
れ
よ
り
も

か
な
り
時
代
の
下
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

石
窟
中
の
多
宝
塔
は
雲
崗
、
龍
門
両
石
窟
と
も
こ
仏
並
座
の
造
像

は
き
わ
め
て
多
数
存
す
る
が
、
法
華
経
の
説
相
で
は
理
解
出
来
な
い

場
合
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
敦
煙
に
は
、
明
ら
か
に
法
華
経
に
基

づ
い
た
二
仏
並
座
の
多
宝
塔
（
寵
）
が
み
ら
れ
る
。
中
で
も
法
華
経

変
相
の
壁
画
に
表
わ
さ
れ
る
、
木
造
平
屋
造
り
の
建
物
に
二
仏
の
在

す
図
相
は
、
厳
密
に
は
塔
と
は
云
え
な
い
が
、
浄
土
関
係
経
変
の
影
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瀞
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

高
僧
伝
は
仏
教
の
盛
衰
消
長
を
知
る
上
に
欠
く
事
の
で
き
な
い
資

料
の
一
つ
で
あ
る
。

日
蓮
宗
に
於
け
る
か
か
る
僧
伝
と
し
て
は
、
六
牙
日
潮
の
本
化
別

頭
仏
祖
統
紀
が
、
「
該
諜
の
宗
門
史
に
貢
献
せ
る
は
、
本
朝
高
僧

１

伝
並
に
元
亨
釈
番
等
の
本
邦
仏
教
史
上
に
於
け
る
が
如
し
」
と
か
、

①
石
窟
の
文
献
と
し
て
は
、
常
書
鴻
『
敦
燥
壁
画
』
。
ｐ
胃
三
９
戸
①

の
８
雰
筋
号
弓
２
９
‐
ｇ
ｃ
四
目
里
。
水
野
、
長
広
共
著
『
雲
崗
石
窟
。

水
野
、
長
広
、
塚
本
共
著
『
龍
門
石
窟
の
研
究
』
。

②
高
田
修
、
上
野
照
夫
共
著
『
イ
ン
ド
美
術
』

③
正
蔵
三
四
巻
。

④
正
蔵
二
二
巻

元
政
上
人
著
書
の
一
考
察

ｌ
特
に
伝
記
類
に
つ
い
て
Ｉ

丹
治
智
義

２

「
日
潮
は
宗
史
学
の
上
に
不
朽
の
業
絨
を
残
し
た
」
等
と
言
わ
れ
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
広
汎
な
資
料
を
蒐
集
し
、
そ
れ

を
一
定
の
組
織
に
纏
め
た
功
紙
は
実
に
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
日
蓮
宗
関
係
の
伝
記
数
で
こ
の
別
頭
統
紀
に
は
到
底

及
ば
な
い
が
、
広
く
宗
門
内
外
に
わ
た
る
僧
伝
を
残
し
た
元
政
著
述

の
伝
記
譜
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

元
政
の
伝
記
書
と
し
て
は
、
本
朝
法
華
伝
、
扶
桑
隠
逸
伝
、
龍
華

歴
代
師
承
伝
が
あ
り
、
又
、
艸
山
集
の
中
に
も
記
紋
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
著
述
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
、
本
朝
法
華
伝

は
法
華
経
の
弘
伝
に
関
す
る
事
項
を
記
述
し
た
も
の
で
、
発
願
、
転

読
、
持
諦
、
諦
識
、
沓
写
、
聴
聞
等
十
科
に
分
か
ち
、
主
と
し
て
平

安
期
迄
の
諸
宗
の
僧
九
十
四
人
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
番
は
、
巻

頭
に
「
唐
祥
公
法
華
低
行
二
乎
仙
一
也
久
突
本
朝
之
伝
吾
不
二
符
川
見
レ

３

之
突
」
と
あ
り
、
本
邦
に
於
け
る
法
華
伝
が
未
だ
著
述
さ
れ
て
い
な

い
為
に
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
扶
桑
隠
逸
伝
は
文
徳
天
皇
の
朝
（
Ａ
・
Ｄ
・
八
五
○
’
八
五

六
）
よ
り
大
永
年
間
（
一
五
一
二
’
一
五
二
八
）
に
至
る
迄
の
隠
遁

僧
七
十
五
人
に
つ
い
て
の
行
状
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
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